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「光で固める」を
支える
光を使って樹脂を固める技術は、微細な設計や加工が容易なことから、

スマートフォンなどのディスプレイをはじめ、3Dプリンター材料や半導体など、

さまざまな分野で使用されており、特にディスプレイ分野でその需要を伸ばして

います。この光硬化に欠かせない、サンアプロ㈱の光酸発生剤を紹介します。
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光
で
固
め
る
技
術
と
は
？

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
必
要
不
可
欠
な

も
の
と
な
っ
て
い
る
、
液
晶
テ
レ
ビ

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
。
こ
の
画
面
に

使
用
さ
れ
る
透
明
な
板
が
フ
ラ
ッ
ト

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
（
F
P
D
）

で
す
。
F
P
D
は
、
ガ
ラ
ス
の
ほ
か

に
複
数
の
機
能
フ
ィ
ル
ム
を
接
着
剤

で
貼
り
合
わ
せ
て
作
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
接
着
剤
の
硬
化
方
法
に
は
、
熱

を
使
っ
て
固
め
る
熱
硬
化
と
紫
外
線

を
使
っ
て
固
め
る
光
硬
化
の
2
種
類

が
あ
り
ま
す
。

な
か
で
も
光
硬
化
は
、
硬
化
ス
ピ
ー

ド
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
、
材
料
が

熱
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
な
い
こ

と
か
ら
、
熱
の
影
響
を
嫌
う
電
子
材

料
な
ど
の
分
野
に
は
最
適
な
手
法
で

す
。
ま
た
熱
硬
化
は
、
乾
燥
さ
せ
る

際
（
硬
化
時
）
に
有
機
溶
剤
な
ど
が

空
気
中
に
拡
散
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
光
硬
化
は
空
気
中
に
何
も
発

散
し
な
い
た
め
、
環
境
性
に
も
優
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
光
硬
化
樹
脂

は
近
年
、Ｆ
Ｐ
Ｄ
の
分
野
で
広
く
そ
の

需
要
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

Ｆ
Ｐ
Ｄ
の
分
野
で

活
用
が
広
が
る

「
光
カ
チ
オ
ン
重
合
」

光
で
固
め
る
光
硬
化
の
手
法
に
は
、

光
ラ
ジ
カ
ル
重
合
と
光
カ
チ
オ
ン
重

合
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。
基
本
的

に
は
、
光
ラ
ジ
カ
ル
重
合
は
ア
ク
リ

ル
樹
脂
、
光
カ
チ
オ
ン
重
合
は
エ
ポ

キ
シ
樹
脂
の
硬
化
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

光
ラ
ジ
カ
ル
重
合
は
硬
化
速
度
が
速

く
比
較
的
低
コ
ス
ト
で
す
が
、
硬
化

後
に
10
％
程
度
収
縮
し
て
し
ま
う
と

い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
に
比
べ
光
カ
チ
オ
ン
重
合
は
、
硬

化
後
の
収
縮
率
が
1
〜
2
％
と
少
な

い
の
が
特
徴
。
こ
の
収
縮
幅
は
製
造

す
る
も
の
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
顕
著

に
表
れ
、
製
品
に
ひ
ず
み
な
ど
の
影

響
を
及
ぼ
す
た
め
、
高
い
寸
法
精
度

が
必
要
な
製
品
ほ
ど
光
カ
チ
オ
ン
重

合
が
選
ば
れ
ま
す
。

ま
た
光
カ
チ
オ
ン
重
合
に
使
用
す
る

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
は
、

硬
さ
の
調
整
が
可
能

な
だ
け
で
な
く
、
曲

げ
た
時
に
割
れ
に
く

い
粘
り
強
さ
（
靱
性
）

も
あ
り
、
さ
ら
に
電

気
絶
縁
性
に
も
優
れ

て
い
る
と
い
う
多
く

の
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
特
徴

が
評
価
さ
れ
、
光
カ

チ
オ
ン
重
合
は
、
数

年
前
か
ら
Ｆ
Ｐ
Ｄ
に

使
用
さ
れ
る
偏
光
板

の
フ
ィ
ル
ム
の
接
着

剤
と
し
て
取
り
入
れ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

光
で
酸
を
発
生
さ
せ
、

酸
に
よ
っ
て

硬
化
を
促
進
す
る

光
カ
チ
オ
ン
重
合
に
と
っ
て
欠
か
せ

な
い
の
が
酸
の
存
在
。
こ
の
酸
を
、

光
を
使
っ
て
発
生
さ
せ
る
の
が
サ
ン

ア
プ
ロ
の
光
酸
発
生
剤
で
す
。

SANYO PRODUCT TOPICS
サンヨー・プロダクト・トピックス

10 三洋化成ニュース

■光カチオン重合の特徴

樹脂の種類

主成分

エポキシ樹脂 アクリル樹脂

硬化速度 ゆっくり（UV照射後、位置合わせ可能） 速い（UV照射後、位置合わせ不可能）

硬化後の収縮率 小 大

酸素阻害 なし あり

接着強度（密着性） 大 小

靱性 良好 やや劣る

光ラジカル重合光カチオン重合



光
カ
チ
オ
ン
重
合
を
促
す
に
は
、
ま

ず
光
酸
発
生
剤
を
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
に

混
ぜ
合
わ
せ
ま
す
。
こ
の
時
点
で
は
、

液
体
（
モ
ノ
マ
ー
や
オ
リ
ゴ
マ
ー
）

の
ま
ま
で
す
。
光
酸
発
生
剤
は
紫
外

線
を
照
射
さ
れ
る
と
、
分
解
し
て
酸

を
発
生
し
ま
す
。
発
生
し
た
酸
は
一

部
の
エ
ポ
キ
シ
に
働
き
か
け
、
エ
ポ

キ
シ
同
士
が
重
合
を
開
始
。
次
第
に

固
体
（
ポ
リ
マ
ー
）
に
変
わ
っ
て
い

く
と
い
う
仕
組
み
で
す
。
エ
ポ
キ
シ

樹
脂
が
固
ま
る
時
間
や
硬
さ
は
、
発

生
す
る
酸
の
量
や
強
さ
に
よ
っ
て
決

ま
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
技
術
が
光
酸
発
生
剤
の
性
能

を
左
右
し
ま
す
。
サ
ン
ア
プ
ロ
は
、

こ
の
光
カ
チ
オ
ン
重
合
に
必
要
不
可

欠
な
光
酸
発
生
剤
を
製
造
し
て
お
り
、

酸
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の

数
々
の
技
術
を
保
有
。
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
の
普
及
、
大
型
化
に
伴
い
、
市
場

を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

未
来
の
技
術
や

医
療
分
野
へ
の
活
用
も

サ
ン
ア
プ
ロ
の
製
品
は
、
酸
の
量
や

強
さ
を
調
整
で
き
る
う
え
に
、
幅
広

い
波
長
で
酸
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
も

可
能
で
す
。
成
分
を
変
え
る
こ
と
で
、

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
の
硬
化
や
、
光
が

届
き
に
く
い
部
分
の
硬
化
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
用
途
に
対
応
で
き
る
強
み

を
持
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
製
品
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
と
し
て
は
対
応
波
長
や

発
生
す
る
酸
の
量
や
強
さ
、
溶
解
性

な
ど
の
異
な
る
C
P
I－

1
0
0
〜

4
0
0
シ
リ
ー
ズ
を
上
市
。Ｆ
Ｐ
Ｄ
製

造
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
最
適

な
光
酸
発
生
剤
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
進
化
に
伴
い
、
光

カ
チ
オ
ン
重
合
の
市
場
は
さ
ら
に
広

が
っ
て
お
り
、
最
近
で
は
話
題
の
有

機
E
L
を
使
っ
た
薄
型
で
曲
が
る

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
に
も
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
有
機
E
L
の

次
の
素
材
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、
医

薬
品
や
再
生
医
療
、
バ
イ
オ
な
ど
医

療
分
野
へ
の
研
究
も
進
行
中
。
未
来

に
向
け
、
さ
ら
な
る
用
途
の
拡
大
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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■サンアプロの主な光酸発生剤

お取り扱いいただく際は、サンアプロ㈱までお問い合わせください。 また必ず「安全データシート」（SDS）を事前にお読みください。
使用される用途における適性および安全性は、使用者の責任においてご判断ください。  

CPI－100P

CPI－101A

CPI－200K

CPI－210S

CPI－310B

CPI－410S

IK－1

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○

○

○

○

◎

◎ ◎ ○

薄膜用の汎用光酸発生剤。主にコーティング用途に使用される。
エポキシ樹脂との一液貯蔵安定性に優れる。

特徴製品名
対応波長（nm）

UV全波長 365（i線） 405（h線） 436（g線）

アンチモンタイプの高活性な厚膜用光酸発生剤。主に光造形、レジスト用途に使
用される。
エポキシ樹脂との一液貯蔵安定性および各種有機化合物への溶解性に優れる。

非アンチモンタイプの高活性光酸発生剤。
コーティング、光造形、レジスト、接着剤などあらゆる用途で使用可能。
エポキシ樹脂との優れた貯蔵安定性と各種有機化合物への溶解性に優れる。

i線高感度タイプ。低腐食性のボレートアニオンとしている。

i～g線高感度タイプ。エポキシ樹脂との優れた貯蔵安定性と各種有機化合物
への溶解性に優れる。

各種有機化合物への溶解性に優れる。増感剤を併用することにより長波長対
応が可能。
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